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米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
は
三
月
三

日
、
当
面
の
外
交
・
安
保
戦
略
を

公
表
し
、「
暫
定
国
家
安
全
保
障

戦
略
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
題
し
た
文

書
の
な
か
で
、
中
国
に
た
い
し

「
急
速
に
自
己
主
張
を
強
め
て
お

り
、
安
定
し
開
か
れ
た
国
際
シ
ス

テ
ム
に
挑
戦
す
る
能
力
が
あ
る
、

唯
一
の
競
争
相
手
だ
」（『
朝
日
』

四
日
付
）
と
断
じ
、
北
大
西
洋
条

約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）、
豪
州
、

日
本
、
韓
国
と
の
同
盟
関
係
の
再

構
築
、
強
化
の
必
要
を
挙
げ
た
。

同
日
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
に

よ
る
外
交
政
策
に
関
す
る
包
括
的

な
演
説
に
お
い
て
も
、
対
中
関
係

に
つ
い
て
「
二
一
世
紀
に
お
け
る

最
大
の
地
政
学
的
な
試
練
」
と
の

厳
し
い
認
識
を
表
明
し
た
。

こ
う
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
の
間
の

外
交
日
程
は
、
主
要
に
は
「
中
国

を
念
頭
に
お
い
て
」
国
際
帝
国
主

義
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
、
そ
の

意
思
を
固
め
、
国
内
に
お
い
て
は

超
党
派
に
よ
る
反
中
世
論
の
後
押

し
を
受
け
た
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対

中
国
ア
プ
ロ
ー
チ
を
端
な
く
も
示

す
も
の
と
な
っ
た
。

・
十
二
日
　
日
米
豪
印
首
脳
会
談

・
十
六
日
　
日
米
２
プ
ラ
ス
２
、

日
米
外
務
・
防
衛
相
会
談

・
十
八
日
　
米
韓
２
プ
ラ
ス
２

・
十
八
～
十
九
日
　
米
中
会
談

米
中
会
談
を
め
ぐ
っ
て

十
八
日
か
ら
の
米
中
ハ
イ
レ
ベ
ル

対
話
で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
バ

イ
デ
ン
政
権
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

と
変
わ
ら
ず
中
国
を
「
戦
略
的
競

争
相
手
」
と
み
て
お
り
、
ブ
リ
ン

ケ
ン
国
務
長
官
の
香
港
、
台
湾
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
な
ど
「
中
国
脅
威

論
」
を
列
挙
し
た
冒
頭
発
言
に
た

い
す
る
楊
潔
篪
中
国
共
産
党
中
央

政
治
局
委
員
（
中
央
外
事
工
作
委

員
会
弁
公
室
主
任
）
の
反
論
に

は
、
瞠
目
す
べ
き
内
容
が
含
ま
れ

て
い
た
。
会
談
後
の
中
国
側
発
表

を
見
て
み
よ
う
。「
中
国
側
は
、

中
国
共
産
党
の
執
政
地
位
は
歴
史

の
選
択
で
あ
り
、
人
民
の
選
択
で

あ
る
と
強
調
し
た
。
中
国
の
発
展

に
は
中
国
共
産
党
の
指
導
が
欠
か

せ
な
い
。
こ
れ
は
中
国
人
民
の
高

度
な
共
通
認
識
で
あ
り
、
国
際
社

会
の
普
遍
的
な
認
識
で
も
あ
る
」。

「
中
国
は
一
貫
し
て
人
権
の
保
護

と
促
進
を
重
視
し
、
民
生
の
改

善
、
人
間
の
全
面
的
な
発
展
の
促

進
を
重
点
と
し
て
い
る
。
中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主
義
民
主
は
全
人

民
民
主
、
協
商
民
主
で
あ
り
、
そ

の
核
心
は
人
民
主
体
で
あ
る
。
中

国
は
自
国
の
民
主
制
度
と
価
値
観

を
他
国
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
な

く
、
同
時
に
自
国
の
政
治
制
度
と

価
値
観
を
断
固
と
し
て
守
り
、
と

も
す
れ
ば
人
権
問
題
を
看
板
に
し

て
中
国
側
を
非
難
し
、
泥
を
塗
っ

た
り
、
中
国
側
の
内
政
に
干
渉
し

た
り
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い

る
」（
二
十
日
）。

中
国
海
警
法
と
尖
閣　

諸
島
問
題

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
う
し
た
中

国
側
の
主
張
を
ま
っ
た
く
伝
え
な

い
。「
尖
閣
諸
島
周
辺
の
日
本
の

領
海
内
に
中
国
公
船
が
侵
入
」
と

い
っ
た
報
道
ば
か
り
が
日
常
茶
飯

に
垂
れ
流
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、「
日
米
２
プ
ラ
ス
２
」
か
ら
、

日
米
が
「
中
国
名
指
し
批
判
」
の

主
要
な
論
点
と
し
、「
深
刻
な
懸

念
」
の
対
象
と
し
て
い
る
中
国
海

洋
警
察
法
（
以
下
、
海
警
法
）
と

尖
閣
諸
島
（
中
国
名
・
釣
魚
島
）

の
領
有
権
を
め
ぐ
っ
て
の
政
治

的
・
軍
事
的
悪
用
と
そ
れ
の
及
ぼ

す
影
響
に
問
題
を
限
定
し
て
考
え

て
み
た
い
。
な
お
日
中
双
方
が
領

有
権
を
主
張
す
る
尖
閣
諸
島
問
題

の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本

号
掲
載
の
村
田
忠
禧
氏
の
論
考
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

民
主
党
菅
政
権
（
前
原
外
相
）
下

の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
（
二
〇
一

〇
年
）、
野
田
政
権
に
よ
る
尖
閣

三
島
の
「
国
有
化
」
宣
言
後
の
二

〇
一
三
年
に
、
中
国
海
警
局
が
水

産
・
保
安
な
ど
五
つ
に
分
か
れ
て

い
た
海
上
保
安
機
関
を
統
合
し
て

発
足
し
た
。
二
月
一
日
に
施
行
さ

れ
た
海
警
法
は
、
海
警
局
が
中
央

軍
事
委
員
会
の
指
揮
す
る
「
武
装

警
察
」
傘
下
に
置
か
れ
た
（
二
〇

一
八
年
）
こ
と
で
、
帝
国
主
義
諸

国
の
「
警
戒
心
」
が
高
め
ら
れ
て

い
た
。

在
日
中
国
大
使
館
の
説
明
に
よ
る

と
、「
通
常
の
立
法
活
動
」
と
い

う
文
書
を
発
表
し
（
二
月
二
日
）、

「
職
能
・
位
置
付
け
、
権
限
・
措

置
、
保
障
・
監
督
を
明
確
に
し
、

海
警
の
権
益
擁
護
の
た
め
の
法
執

行
と
対
外
協
力
で
依
拠
す
べ
き
法

を
整
備
し
た
」
と
の
こ
と
。
さ
ら

に① 

国
際
法
と
国
際
慣
行
に
完
全

に
合
致
し
、
各
国
の
海
上
警
察
に

関
す
る
法
律
と
ほ
ぼ
同
じ

②
武
器
の
配
備
・
使
用
は
世
界
の

沿
海
国
で
通
常
行
な
わ
れ
て
お

り
、
極
端
に
悪
質
な
犯
罪
取
り
締

ま
り
が
目
的

③ 

管
轄
海
域
は
明
確
で
、
中
国

の
海
洋
権
益
の
主
張
と
海
洋
に
関

係
す
る
政
策
に
変
化
は
な
い

（『
海
峡
両
岸
論
』
第
一
二
三
号
岡

田
充
共
同
通
信
客
員
論
説
委
員
）

日
米
政
府
が
懸
念
す
る

海
警
法
の「
問
題
点
」

海
警
法
に
つ
い
て
日
米
政
府
は

「
問
題
点
」
を
二
つ
指
摘
す
る
。

第
一
点
は
海
警
局
の
「
準
軍
隊

化
」
の
問
題
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

中
国
海
警
局
の
元
幹
部
は
『
朝

日
』
の
取
材
に
た
い
し
、「
米
沿

岸
警
備
隊
も
軍
に
属
し
て
お
り
、

あ
る
意
味
中
国
海
警
の
モ
デ
ル

だ
。
と
や
か
く
言
わ
れ
る
筋
合
い

は
な
い
」
と
反
論
（『
朝
日
』
二

月
二
十
四
日
）。「
日
本
の
海
上
保

安
庁
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
下
の
一
九
四

八
年
沿
岸
警
備
隊
を
モ
デ
ル
に
創

設
さ
れ
た
。
自
衛
隊
法
で
は
、
首

相
の
指
示
で
海
保
が
防
衛
省
の
統

制
を
受
け
る
規
定
が
あ
り
、
有
事

で
は
自
衛
隊
の
補
完
機
関
に
な

る
。」（
岡
田
）
岡
田
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
も
指
摘
す
る
。〈
た
だ
し

海
上
保
安
庁
法
は
、「
軍
隊
の
機

能
を
営
む
も
の
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
も
規
定
す
る
。
こ
れ
は

「
戦
争
放
棄
」「
戦
力
不
保
持
」「
交

戦
権
否
認
」
を
定
め
た
憲
法
九
条

に
抵
触
し
な
い
よ
う
配
慮
し
た
規

定
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。〉

今
回
の
海
警
法
制
定
は
運
用
が
先

行
し
て
い
た
の
を
制
度
と
し
て
整

え
た
も
の
だ
と
の
説
明
が
合
理
的

で
あ
る
と
考
え
る
。

第
二
点
は
武
器
使
用
の
問
題
。
日

米
両
政
府
、
メ
デ
ィ
ア
は
海
警
法

が
武
器
使
用
を
認
め
て
い
る
こ
と

か
ら
尖
閣
諸
島
を
「
武
力
で
奪
お

う
」
と
し
て
い
る
と
喧
伝
し
て
い

る
。
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
た
場

合
に
、
外
国
公
船
に
武
器
使
用
を

認
め
る
こ
と
が
国
際
法
違
反
か
ど

う
か
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
み
て

検
討
課
題
と
み
る
解
釈
が
あ
る
。

米
沿
岸
警
備
隊
は
使
用
条
件
を
定

め
た
う
え
で
武
器
使
用
を
認
め
て

い
る
。「
海
上
保
安
庁
法
は
、
武

器
使
用
の
対
象
か
ら
外
国
公
船
を

除
外
す
る
一
方
、
民
間
船
へ
の
使

用
は
除
外
し
て
い
な
い
」（
同

右
）。

尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
事
例
で
み
て

み
よ
う
。
海
警
法
が
施
行
さ
れ
て

以
降
の
二
月
六
日
未
明
、「
尖
閣

諸
島
沖
の
日
本
領
海
内
に
中
国
海

警
局
の
公
船
二
隻
が
侵
入
し
た
。

海
警
法
施
行
後
、
初
の
侵
入
だ
っ

た
。
海
警
公
船
は
日
本
漁
船
に
数

百
メ
ー
ト
ル
ま
で
近
づ
き
様
子
を

探
り
、
出
動
し
た
海
上
保
安
庁
の

複
数
の
巡
視
船
と
の
に
ら
み
合
い

は
八
時
間
半
に
及
ん
だ
。（
中
略
）

に
ら
み
合
う
海
保
と
海
警
の
後
ろ

に
は
、
自
衛
艦
隊
と
中
国
軍
艦
が

そ
れ
ぞ
れ
控
え
警
戒
を
続
け
る
」。

（『
朝
日
』
二
月
二
十
四
日
）
茂
木

外
相
は
「
海
警
船
舶
の
活
動
は
国

際
法
違
反
だ
」
と
明
言
（
九
日
）。

尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
日
中
両

者
が
主
権
を
主
張
し
て
い
る
た

め
、
ど
ち
ら
の
領
海
か
は
不
明
で

あ
る
。
日
中
共
同
宣
言
（
一
九
七

二
年
）
以
来
中
国
側
は
、
黙
契
の

合
意
と
し
て
領
有
権
問
題
は
「
棚

上
げ
」
に
し
、
日
中
双
方
よ
る
共

同
開
発
（
東
シ
ナ
海
ガ
ス
田
開

発
）
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
れ
を

反
故
に
し
て
き
た
の
は
日
本
側
で

あ
る
。

一
一
年
前
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件

を
契
機
に
し
て
、
偏
狭
な
排
外
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
、
中
国
敵

視
政
策
に
も
と
づ
き
反
中
感
情
を

蔓
延
さ
せ
、
日
中
両
国
人
民
の
分

断
、
連
帯
と
協
働
の
道
を
削
い
で

き
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
か
？

尖
閣
諸
島
は
「
核
心
的
利
益
」
だ

と
中
国
側
が
主
張
し
て
い
る
と
い

う
報
道
は
誤
り
だ
。
中
国
の
領
土

の
一
部
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
自
治

区
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
香

港
、
台
湾
省
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ

い
て
は
外
部
か
ら
の
内
政
干
渉
を

許
さ
な
い
「
核
心
的
利
益
」
と
い

う
立
場
を
中
国
政
府
は
堅
持
し
て

い
る
。し
か
し
、今
回
の
日
米
会
合

の
共
同
声
明
に
あ
る
よ
う
な
中
国

の
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
に
お
け

る「
海
洋
進
出
」に
た
い
す
る「
航

行
の
自
由
作
戦
」
な
ど
へ
の
対
処

と
し
て
は
、
中
国
は
「
核
心
的
利

益
」
と
い
う
立
場
は
取
ら
ず
、
領

有
権
を
争
う
関
係
国
と
の
話
し
合

い
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

海
警
法
を
口
実
に
し
た

軍
備
拡
大

政
府
・
自
民
党
は
、
中
国
海
警
局

な
ど
の
乗
組
員
が
尖
閣
諸
島
に
上

陸
し
よ
う
と
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
、
正
当
防
衛
や
緊
急
避
難

に
当
た
ら
な
く
て
も
、
海
上
保
安

官
が
相
手
に
危
害
を
あ
た
え
る
可

能
性
の
あ
る
「
危
害
射
撃
」
を
行

な
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
見

解
を
示
し
た
。

二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
海
保
の
巡

視
船
が
、
朝
鮮
工
作
船
と
み
ら
れ

る
「
不
審
船
」
に
武
力
行
使
し
た

の
を
忘
れ
て
は
い
ま
い
。
こ
の
と

き
の
法
的
根
拠
は
、
海
上
保
安
庁

法
で
は
な
く
、
漁
業
法
の
「
立
ち

入
り
検
査
忌
避
」
だ
っ
た
。

尖
閣
諸
島
を
外
国
の
武
装
勢
力
が

占
領
し
た
場
合
、
日
米
に
よ
っ
て

「
奪
回
」す
る
訓
練
を
年
内
に
も
実

施
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

日
米
２
プ
ラ
ス
２
で
も
、
沖
縄
県

民
の
圧
倒
的
な
民
意
を
踏
み
に
じ

り
、
米
日
共
同
使
用
も
想
定
し
た

辺
野
古
の
新
基
地
建
設
を
「
唯
一

の
解
決
策
」
と
繰
り
返
し
、
固
執

し
続
け
る
こ
と
に
は
、
中
国
・
朝

鮮
敵
視
政
策
に
よ
っ
て
、
関
係
諸

国
人
民
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
団
結
と
連
帯
を
削
ぐ
反
動
的
な

意
図
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
、
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
導
入
な
ど
の
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
確
保
、
鹿
児
島
県

馬
毛
島
基
地
化
・
米
空
母
艦
載
機

着
艦
訓
練
移
転
等
、
民
意
無
視
の

軍
備
増
強
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
日
米
共
同
発
表
に
も
「
日
本

は
国
家
の
防
衛
を
強
固
な
も
の
と

し
、
日
米
同
盟
を
更
に
強
化
す
る

た
め
に
能
力
を
向
上
さ
せ
る
」
と

明
記
さ
れ
た
。

「
尖
閣
」「
南
シ
ナ
海
」
な
ど
「
中

国
の
不
当
な
海
洋
権
益
に
関
す
る

主
張
及
び
活
動
へ
の
反
対
」（
日

米
２
プ
ラ
ス
２
）
を
口
実
に
し
た

日
米
の
対
中
国
緊
張
激
化
・
軍
事

対
決
路
線
と
の
た
た
か
い
が
開
始

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

【
逢
坂
秀
人
】

全
国
一
般
東
京
東
部
労
組
が
呼
び
か
け
て
行
な
わ
れ
た「
福
島
原
発
事
故
10
か
年
糾
弾
！　

東
京
電
力
前
労
働
者
抗
議

ア
ピ
ー
ル
行
動
」（
三
月
五
日
、東
電
本
社
前　

関
連
記
事
八
面
・
九
面
・
一
一
面　

撮
影
＝
木
嶋
正
）

中
国
海
警
法
の「
脅
威
」は
真
実
か

反
中
国
を
口
実
と
し
た
軍
事
対
決
路
線
反
対

「
す
べ
て
の
原
発
を
な
く
せ
！
」「
東
電
経
営
者
は
責
任
を
と
れ
」


